
「朝食いきいきシート」の活用について 

 

１  目  的 

    望ましい朝食摂取について児童や保護者の意識を高めるとともに、児童が自分自身の食生活を振り

返ることで、栄養バランスのよい朝食摂取の習慣化を図る。 

 

２ 対    象 

    県内の市町村立小学校、義務教育学校前期課程、特別支援学校小学部 ４年生、５年生、６年生

の児童 

 

３ 活用方法 

  各学校の実態等を踏まえ、下記を参考に活用してください。 

（１）活用例Ⅰ：学校と家庭とが連携した取組に活用 

①事前指導 

「朝食いきいきシート」を配布する際、シートを使って毎日朝食をしっかりと食べることの

大切さについて児童に意識付けを行います。（各学校のカリキュラムや児童の実態等によって

は、事前指導を学級活動等で行うことも考えられます。） 

また、保護者に対しても朝食に関する取組を行うことをあらかじめ伝え、理解と協力を求め

ます。 

②実施 

取組期間中は、児童が自分の朝食を振り返り、「朝食いきいきシート」に記録をしていきます

（記録の仕方については「朝食いきいきシート」参照）。保護者にも、児童の朝食について意識

を高めてもらうために「朝食いきいきシート」を見ていただき、サインをしてもらいます。 

③事後指導（振り返り） 

「朝食いきいきシート」の記録をもとに、自分の朝食の状況について振り返ります。自分の

朝食に関する良いところや課題（欠食、栄養バランス等）に気付き、今後の家庭での実践に生

かすよう意欲付けを行います。 

 

（２）活用例Ⅱ：長期の休み期間中の家庭における取組に活用 

長期の休み期間中は、児童の生活習慣も乱れがちになることが考えられるため、休みに入る前に

事前指導等を行い、児童が朝食を毎日食べて、規則正しい生活をする意識をもたせます。 

 

（３）活用例Ⅲ：「朝食いきいきシート」の一部を資料として活用 

児童への指導資料として、又は保護者への啓発資料として「朝食いきいきシート」の一部を資料

として活用することも出来ます。 

 

（４）「朝食いきいきシート活用事例集」の活用 

県内６小学校の事例を掲載しています。また、福岡県学校給食研究指定委嘱事業において朝食

摂取率の向上に効果が認められた学校の取組を参考資料として併せて載せています。学校の実態

に合わせて積極的に御活用ください。 

 

※「朝食いきいきシート」、「朝食いきいきシート活用事例集」は、下記のホームページからダウ

ンロードすることが出来ます。必要な部分をダウンロードして使用してください。 

 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/asagohan.html 



４ 活用上の留意点 

朝食の摂取については家庭の状況等に深く関連していることから、以下の留意点を踏まえて活用し

てください。 

（１）家庭の状況等を踏まえ、学校の実態に応じた方法で活用すること。 

（２）児童一人一人の実態に応じた対応や配慮をすること。 

（３）活用の目的を踏まえ、他の児童と比べたり、競い合わせたりはしないこと。 

 

５ 各ページの概要 

  
 児童向けの資料です。 

 朝食を食べることのよさについて紹介し

ています。 

４年生では、朝食の摂取を題材にした学

級活動での資料として、５、６年生は学級活

動に加え、家庭科学習の資料としても活用

できます。 

 自分の朝食摂取について、振り返るこ

とができます。 

 朝食の摂取の有無に加え、食品の体内

での主な働きによる３つの仲間別（赤・

黄・緑の仲間別）に、自分がどれだけ食べ

ているかを振り返ることができます。７

日間の記録を最大４回とることができま

す。 

【留意点】 

(1)家庭の状況等を踏まえ、学校の実態に

応じた活用をすること。 

(2)児童一人一人の実態に応じた対応や

配慮をすること。 

(3)活用の目的を踏まえ、他の児童と比べ

たり、競い合わせたりはしないこと。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 朝食いきいきシート活用事例集の概要 

 

 

 児童及び保護者向けの資料です。 

 年齢が上がるにつれて朝食摂取率が下

がってきている課題に触れ、クイズを作

成しました。児童が「朝食はなぜ必

要？？」のクイズに挑戦することで、エネ

ルギーや栄養補給だけではない朝食をと

る効果について考えることができます。 

また、朝食を食べる習慣が身に付いて

いない児童に向けて、バナナ１本、みそ汁

１杯など、まずは“毎日”朝食を食べる習

慣を身に付けることからはじめ、その後、

内容を充実させていくことについて働き

かけています。 

学校と家庭が連携した朝食の習慣化を図る取組を促進す

るため有効的に活用している県内の小学校の事例を載せて

います。 

○糸島市立深江小学校 

「短い指導時間で、効果を上げる実践」 

○鞍手町立剣北小学校 

「長期休業の取組を活用し、評価方法を工夫した実践」 

○久留米市立田主丸小学校 

「簡単に調理できる朝食を紹介した実践」 

○筑後市立羽犬塚小学校 

「児童の課題を明確にし、目標をもって取り組ませた実践」 

○田川市立鎮西小学校 

「質問項目を増やし、振り返りや評価方法を工夫した実践」 

○築上町立椎田小学校 

「生活習慣改善の取組と関連させ、教育活動全体で計画的

に進めた実践」 

※参考資料 

□福岡県立久留米聴覚特別支援学校 

「学校から家庭への働きかけによる意識向上」 

□福岡市立筥松小学校 

「デモンストレーション型料理教室・食育研修」 


